
取 組 内 容 　目的：　津名漁協塩田４Hクラブと交流し、塩田の漁業について知るとともに
　畜養場を見学させていただき、その後焼きたてのアナゴを試食させて
いただく。

　日時：　令和元年6月18日（火）11:30～14:00

　場所：　津名漁協　塩田支所　荷さばき所

　対象：　塩田小学校5・6年生　（24人）

　内容：　①淡路県民局洲本農林水産振興事務所の職員によるアナゴの授業
・卵から育てる養殖とは異なり、畜養とは稚魚など漁獲した魚介類を大きく
育て、市場に出荷するのを調整することです。

・水槽のアナゴはアジやエビなどを食べて育ちます。
・アナゴの畜養は2年目で、まだまだ試行錯誤の段階ですが、漁協の青年部
の方が、新しい漁業にチャレンジしています。

②畜養いけすの見学
・いけすの見学の後、包丁を使ってアナゴを背開きにする体験をしました。

③アナゴの試食
・漁師さんたちが料理した炭火焼きや天ぷらなどのアナゴや地元でとれた
シラスを味わいました。

　児童の感想：　・魚をさばいたのははじめてでした。ぬるぬるして難しかったです。
・アナゴは身がやわらかくて、タレの味もおいしいかったです。
たくさんの人に食べてもらいたいと思います。

　子どもたちは地元の漁師さんが働く姿を目の当たりにし、地元でとれた魚を食し、
　教室では学べない貴重な体験学習をしました。

①「食育月間」の取組実績

取 組 市 町 村 名
取 組 団 体 企 業 名

淡路市立塩田小学校

取 組 の 名 称 津名漁協塩田４Hクラブのアナゴ畜養の見学と交流

提 出 都 道 府 県 名
政 令 指 定 都 市 名

兵庫県



コラボ給食
マルゲリータのまるちゃん

コラボ給食
うどんのうーやん
ちくわのわーさん

手作りピザ ちくわの磯部揚げ　冷やしうどん

取 組 内 容

①「食育月間」の取組実績

芦屋市立　宮川小学校

提 出 都 道 府 県 名
政 令 指 定 都 市 名

兵庫県

取 組 市 町 村 名
取 組 団 体 企 業 名

取 組 の 名 称 読書月間における図書とのコラボ給食

【ねらい】
6月に「青葉読書月間」があり、図書に関するイベントを開催しています。その中の一つ
に「図書とのコラボ給食」があります。図書委員の子どもたちが、給食の献立に関係しそ
うな本を探して、全校児童に紹介します。図書室の前や給食室の前に本の紹介を掲示
しています。本を通して、食べ物に興味関心を持ってもらうことがねらいです。

【参加人数】
全校児童640人

給食室前の掲示 図書室前の掲示



取組内容

学校名 たつの市立揖保小学校

取組の名称 給食委員会から全校へ（食育イベント開催）

「まめつかみチャレンジ大会」を実施（６月の第2
週）

【実施期間】 １週間

【実施時間】 お昼休みの２０分間

【対象者】 １～６年（全校児童１９６名）

【ルール】 ・お箸を正しく持ち、豆をいくつつか

めるか（３０秒以内）

・お皿に入った豆の数を数える

・１番多くつかめた人に賞状を授与

【呼びかけ方法】

・校内放送で予告

・ポスターで宣伝

・各学年へ直接呼びかけ

【参加人数】 延べ５０人ほど

【成果】

特に、低学年が興味を持って多く参加してくれた

ことで、給食委員会の児童はやさしく丁寧に「正し

いお箸の持ち方」を教える姿が見られました。主催いお箸の持ち方」を教える姿が見られました。主催

者側の立場として、給食委員会の児童たちも正し

くお箸が持てるように、それぞれが家庭で練習しま

した。

【課題】

高学年の参加が少なかったので、よりたくさんの

児童が興味を持って参加できるイベントを委員会

活動の中で考えていきたいです。第2回のイベント
として、ウルトラ食べ物クイズ大会を予定していま

す。

豆つかみチャレンジ大会後、「豆つかみコーナー」を設置

イベントの様子を掲示

（オープンスクール）

給食委員会手作りの表彰状

お友達と一緒に

①「食育月間」の取組実績



取 組 内 容
　たつの市内18校の小学校4年生を対象に、海辺での体験活動を通して、自然や人、
地域の産業等から学ぶとともに、ふるさとを愛し、豊かな感性、好奇心思考力、表現力
の基礎を培うことをねらいとして実施しています。
【漁船乗船体験】
　まず初めに、室津漁港で漁師さんから地元でとれたエイや鯛、シャコなどの魚介を見
せてもらったり触らせてもらったりします。また、漁師さんに質問する時間を設け、一日
の漁獲量や獲れる魚の種類、仕事の苦労や喜びについて等、様々なことを直接漁師さ
んから聞くことができます。
　その後、救命胴衣を身につけて、いよいよ漁船に乗せていただきます。海の上を波を
きって颯爽と進む漁船はとても快適で、海から見る御津の風景もすばらしいものです。
船の上では、漁師さんの仕事や船の仕組み等を学びながら、乗船体験を楽しみます。
【食育体験】
　漁船に乗って「道の駅みつ」に到着した子ども達は、室津・岩見各漁協女性部の方や
市内全域のいずみ会、生活研究グループ、地域活動栄養士会の方の指導の下、楽し
く交流しながら地元で獲れた魚介の調理を行います。メニューは、シーフードカレーで
す。子ども達は真剣に指導者の皆さんの話を聞きながら、調理に挑戦します。元気いっ
ぱいの活きたたこを塩もみしてゆで上げ、包丁で切ります。「ぬるぬるする。」「吸いつ
かれた。」と騒ぎながらも真剣なまなざしで取り組みます。えびの調理は、背わた取りが
難しいようですが、ゆであがると赤く色づくえびに歓喜の声が上がります。一番大変な
のは、舌平目の三枚おろしです。大人ですら経験したことのない人も多い中、4年生の
児童が果敢に挑戦します。順を追って丁寧に指導していただき、少しずつおろしていき
ます。少々身が薄くなってしまっても大丈夫です。骨に残った身はスプーンでかき集め
てつみれにします。
　自分たちで一生懸命作ったとびきりおいしいシーフードカレーを味わいながら、「家に
帰ったらお母さんに教えてあげる。」と嬉しそうに話す児童も多くみられます。
地域の皆さんの力を借りながら、地元の食材のすばらしさ、生き物の命をいただくこと
への感謝など、学んだことを家庭に帰って実践しようと思う動機づけが、食育の推進に
つながります。
　子ども達には、このような体験を通して、たくさんのことを感じてもらえればうれしく思
います。

①「食育月間」の取組実績
提 出 都 道 府 県 名
政 令 指 定 都 市 名 兵庫県

取 組 市 町 村 名
取 組 団 体 企 業 名

たつの市教育委員会事務局　学校教育課

取 組 の 名 称 海に学ぶ体験学習事業の実施



取 組 内 容
４歳児１２名　５歳児１１名　計２３名

【ねらい】栽培活動を通して生長に興味をもち、野菜が好きになる。
　　　　　 収穫を楽しみながら食への興味を広げ、喜んで食べる子を育てる。

○地域の種苗店へ、５歳児が野菜の苗を買いに行き、栽培を始めました。
　（キュウリ、ピーマン、ナスビ、オクラ、トウモロコシ、メロン、スイカ、カボチャ）

○５月より全園児が栽培しているミニトマトと一緒に、毎日、水やりや草引きをしたり、肥
料を入れたりして世話を続けています。

○毎日の世話の中で気付いた生長や変化を観察日記につけています。

○今年は、夜の間に幼稚園に鹿がやって来て、野菜の芽やなり始めたトマトの青い実
を食べられることが続き、鹿除けネットも工夫して張りました。

○地域の方の畑に招待され、じゃがいも掘りも体験することができました。

○収穫したジャガイモや家庭から届いた野菜を使って、クッキングをしました。

【クッキングメニュー】肉じゃがとエンドウ豆ごはん
　
　・料理前には使う材料の栄養素について、みんなで勉強をしました。
　・クッキングサポーターの４人の保護者に手伝って頂き、皮むきや野菜切りが安全に
できるように、見守りや手伝いをしてもらいながら、食育の勉強を一緒に行いました。

○自分達で世話をしたり、料理をしたことで、食に関心をもち苦手な野菜にも目を向け、
少しずつ食べようとする子の姿が見られるようになりました。
今年度は、年少児で箸を正しく持てる子が2割、偏食なく食べる子が2割と、食に対して
の課題が多くあります。食べることが好きな子になるように、みんなで身近な体験を積
み重ねながら、山崎幼稚園の食育を進めています。

①「食育月間」の取組実績

提 出 都 道 府 県 名
政 令 指 定 都 市 名

兵庫県

取 組 市 町 村 名
取 組 団 体 企 業 名

宍粟市立山崎幼稚園

取 組 の 名 称 自分たちで収穫した季節の野菜を使ってクッキングをしよう



取 組 内 容
　本園は給食センターが隣にあるため、気軽に足を運んだり、漂ってくる匂いから「今日
の給食は何かな？」と、楽しみにしたりすることができる。今年度も子どもたちがさらに”
食”に興味がもてるように『給食センターの見学』を実施した。
　給食センター見学では、まずはじめに料理の工程を見学させてもらう。野菜を何重に
も洗う様子や、たくさんの野菜を手際よく切る様子も見られるため、給食を作るためにど
れだけの人がかかわり、安全に作ってくれているのかを感じることができる。また、煮た
り、焼いたりする工程では、普段見られないような大きなお鍋や長いしゃもじを使用する
ため、子どもたちも興味津々で見学していた。
　見学の後半は栄養士さんから食べ物の話や給食センターの話しを聞く。今日の給食
に使われる材料を実際に触らせてもらったり、みんなが食べる量のお米を見たりするた
め、今日の給食を楽しみにする子もたくさんいた。
　約１時間ほどの見学ではあるが、毎日自分たちが食べている給食が、「どのような材
料」で、「誰が」「どのように作っている」のかがよくわかるため、みんなその後の給食も
「このお味噌汁あの大きなお鍋で作ったんかな？」「これ篠山の野菜？」と、興味をもっ
て食べるようになった。

①「食育月間」の取組実績

提 出 都 道 府 県 名
政 令 指 定 都 市 名

兵庫県

取 組 市 町 村 名
取 組 団 体 企 業 名

丹波篠山市　　丹波篠山市立かやのみ幼稚園

取 組 の 名 称 給食センター見学の実施
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